
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

一
、
は
じ
め
に

　
無
住
道
暁
一
円
が
著
し
た
『
沙
石
集
』
に
は
、
多
く
の
異
本
が
現
存
し
て
い

る
。
『
沙
石
集
』
の
異
本
成
立
の
主
な
要
素
と
し
て
は
、
①
草
稿
本
的
な
面
影

を
残
す
「
不
慮
二
披
露
」
さ
れ
た
草
案
の
存
在
、
②
最
初
に
公
に
さ
れ
た
弘
安

六
年
本
の
存
在
、
③
担
住
自
身
に
よ
る
数
度
の
改
栴
、
①
後
世
の
享
受
の
過
程

に
お
け
る
改
変
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
渡
逞
綱
也
氏
等
の
研
勉
に
よ
り
、
現
在
で

は
『
沙
石
集
』
本
文
系
統
は
古
態
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
古
本

系
統
（
広
本
系
統
）
と
、
改
稿
後
の
本
文
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
流
布
本
系

統
（
略
本
系
統
）
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
古
本
系
統
で
は
十
巻
十

二
冊
の
十
二
帖
本
と
十
帖
本
、
流
布
本
系
統
で
は
十
帖
本
と
五
帖
本
と
に
分
類

で
き
る
。

　
『
沙
石
集
』
諸
本
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
成
立
要
素
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

口
‥

力

美
　
　
甲
　
　
多

『
沙
石
集
』
諸
本
が
複
雑
な
本
文
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、

現
在
ま
で
あ
ま
り
論
じ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
、
『
沙
石

集
』
諸
本
関
係
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
さ
れ
た
の
は
、
渡
逞
綱
也
氏
で
あ
る
。

渡
逞
氏
は
「
沙
石
集
諸
本
の
お
ぼ
え
書
－
主
と
し
て
拾
帖
本
と
拾
二
帖
本
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
推
論
言
に
お
い
て
詳
細
な
諸
本
分
類
を
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
考
え
を
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
の
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石

集
』
「
解
氷
」
で
あ
る
。
渡
逞
氏
は
「
流
布
本
系
の
諸
本
に
は
全
く
欠
け
、
十

二
帖
本
に
も
略
述
も
し
く
は
欠
け
て
い
る
所
の
、
教
説
・
法
語
に
適
し
な
い
卑

俗
な
説
話
を
多
数
収
録
し
て
い
る
」
を
含
め
た
四
項
目
の
理
由
か
ら
、
梵
舜
本

を
「
無
住
が
し
ば
し
ば
述
べ
て
い
る
「
草
案
」
の
ま
ま
洛
陽
に
披
露
し
た
書
の

面
影
を
、
伝
え
た
も
の
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
別
の
八
項

目
の
理
由
を
挙
げ
ら
れ
、
十
二
帖
本
を
「
「
不
意
二
」
披
露
さ
れ
た
草
案
に
、

無
住
自
身
が
手
を
加
え
て
、
最
初
に
公
け
に
し
た
書
の
形
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

つ
ま
り
・
、
渡
逞
氏
は
十
帖
本
梵
舜
本
「
草
案
」
↓
十
二
帖
本
系
統
↓
流
布
本
系

統
へ
と
『
沙
石
集
』
移
行
段
階
を
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
ま
で
渡
逞
氏
の
梵
舜
本
「
草
案
」
説
に
対
す
る
異
論
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
渡
逞
氏
の
梵
舜
本
「
草
案
」
説
と
は
異
な
る
見
解
が
、
土
屋
有
里
子
氏

に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
竹
。
こ
れ
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
知
』
に

お
い
て
、
小
島
孝
之
氏
が
「
梵
舜
本
が
本
文
的
に
は
古
本
系
統
の
諸
本
よ
り
・
も

流
布
本
系
統
に
近
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
古
本
か
ら
流
布

本
が
成
立
し
て
く
る
途
中
の
あ
る
段
階
で
、
こ
う
し
た
説
経
説
話
が
多
量
に
増

補
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
梵
舜
本
と
米
沢

本
と
の
巻
第
四
・
巻
第
八
の
題
目
配
列
比
較
や
『
宗
鏡
録
』
と
梵
舜
本
と
の
整

合
性
、
梵
舜
本
巻
第
八
の
識
語
等
か
ら
梵
舜
本
全
体
の
記
述
の
整
合
性
を
説
か

れ
、
梵
舜
本
は
『
沙
石
集
』
草
稿
本
で
は
な
く
、
米
沢
本
の
完
成
後
に
創
り
だ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
様
に
、
小
島
氏
、
土
屋
氏
を
除
く
と
、
現
在
ま
で
『
沙
石
集
』
草
稿

本
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
梵
舜
本
が
草
稿
本
で
あ
る
と
い
う
説
が
大
勢
を
占
め

て
き
た
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
、
梵
舜
本
を
『
沙
石
集
』
草
稿
本
（
第
一
次
段

階
）
と
し
て
規
定
し
て
良
い
の
か
、
と
い
う
点
を
含
め
て
梵
舜
本
『
沙
石
集
』

の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
と
諸
本

一

一

一

　
１
、
後
半
部

　
始
め
に
梵
舜
本
を
中
心
と
し
た
『
沙
石
集
』
諸
本
の
巻
第
六
か
ら
巻
第
十
本

（
後
半
部
）
の
本
文
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
『
沙
石
集
』
巻
第

一
か
ら
巻
第
五
末
（
前
半
部
）
で
は
な
く
、
後
半
部
か
ら
考
察
を
行
う
の
は
、

特
に
『
沙
石
集
』
後
半
部
に
は
古
本
・
流
布
本
系
統
間
で
著
し
い
本
文
内
容
の

相
違
が
認
め
ら
れ
、
梵
舜
本
は
古
本
系
統
に
属
す
る
諸
本
の
中
に
お
い
て
も
後

半
部
に
非
常
に
特
異
な
本
文
内
容
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
梵
舜

本
が
古
本
系
統
に
属
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
も
梵
舜
本
後
半
部
の
本
文
内
容
に

依
る
所
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
梵
舜
本
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

梵
舜
本
後
半
部
の
本
文
内
容
に
見
ら
れ
る
特
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
な
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
古
本
系
統
の
梵
舜
札
と
米
沢
柚
、
流
布
本
系
統
の
慶
長
十
年
古
活

字
本
（
以
下
、
慶
長
十
年
柚
）
に
お
け
る
『
沙
石
集
』
後
半
部
に
お
け
る
本
文

内
容
の
相
違
に
つ
い
て
調
べ
た
。
繰
り
返
し
表
現
や
見
聞
強
調
表
現
、
教
理
的

叙
述
、
話
末
評
語
、
名
詞
そ
の
他
に
絞
っ
て
分
類
を
試
み
加
。
『
沙
石
集
』
後

半
部
に
お
け
る
本
文
内
容
の
相
違
を
見
る
と
、
梵
舜
本
は
「
ヨ
ク
く
」
と
い

っ
た
繰
り
返
し
表
現
や
「
コ
ノ
事
（
、
其
座
ニ
テ
聞
タ
ル
聖
ノ
物
語
ナ
リ
」
と

い
っ
た
見
聞
強
調
表
現
、
そ
し
て
人
名
等
の
固
有
名
詞
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で



高
い
数
値
と
な
り
、
逆
に
米
沢
本
は
そ
う
い
っ
た
記
述
の
多
く
が
省
略
さ
れ
て

お
り
全
般
的
に
低
い
数
値
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
諸
本
の
一
致
傾
向
を
調
べ
る
と
、

梵
舜
本
と
慶
長
十
年
本
と
の
一
致
箇
所
が
百
八
箇
所
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

米
沢
本
と
慶
長
十
年
本
と
が
三
十
九
箇
所
の
一
致
に
止
ま
っ
て
い
た
。
梵
舜
本

後
半
部
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
は
次
の
様
に
な
る
。
Ｉ
、
梵
舜
本
は
、
同
じ
古
本

系
統
の
米
沢
本
と
の
一
致
箇
所
は
少
な
く
、
流
布
本
系
統
の
慶
長
十
年
本
の
一

致
箇
所
は
極
端
に
多
く
な
る
。
同
時
に
米
沢
本
と
慶
長
十
年
本
と
の
一
致
率
は

低
い
。
Ｈ
、
梵
舜
本
は
、
三
本
の
伝
本
の
中
で
数
値
的
に
は
最
も
記
述
の
付
加

が
認
め
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
Ⅲ
、
同
じ
古
本
系
統
で
あ
る
梵
舜
本
と
米
沢
本

の
同
一
説
話
内
で
は
、
数
値
的
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
、
特
に
人
名
や
地
名

等
に
お
い
て
は
梵
舜
本
に
多
く
付
加
が
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
具
体
的
且
つ
顕
著
な
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
梵
舜

本
後
半
部
の
本
文
内
容
が
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
の
か
、
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
。
な
お
、
本
文
内
容
の
比
較
に
当
た
っ
て
は
、
梵
舜
本
、
米
沢
本
、
慶
長

十
年
本
の
他
に
、
古
本
系
統
の
俊
海
札
、
元
応
札
、
藤
井
札
、
流
布
本
系
統
の

内
閣
文
庫
札
、
貞
享
札
を
適
宜
用
い
た
。

梵
舜
本
巻
第
六
（
九
）
で
は
次
の
様
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　
マ
メ
ヤ
カ
ニ
打
歎
テ
、
泣
々
申
ケ
レ
バ
、
「
実
ニ
イ
ミ
ジ
ク
思
給
ヘ
リ
。

　
こ
れ
は
栄
朝
上
人
が
説
法
を
し
た
時
、
そ
の
場
に
い
た
山
伏
を
指
し
、
山
伏

の
中
途
半
端
さ
を
あ
ら
ゆ
る
喩
え
を
示
し
て
非
難
し
た
後
の
記
述
の
一
部
で
あ

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
説
法
に
「
感
ア
リ
ケ
ル
」
山
伏
が
「
御
説
戒
承
候
ヘ

バ
、
ゲ
ニ
モ
斯
ル
形
、
仏
法
ニ
ア
ウ
ニ
モ
覚
へ
侍
ラ
ズ
。
イ
カ
ご
怯
ル
ペ
キ
ト
、

マ
メ
ヤ
カ
ニ
打
歎
テ
、
泣
々
申
」
し
た
の
で
、
栄
朝
上
人
は
こ
の
山
伏
を
侍
者

に
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
梵
舜
本
に
見
ら
れ
る
「
泣
々
」
と
い
う
表
現
が

効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
山
伏
は
栄
朝
上
人
の
説
戒
に
心
の
底
か
ら
感
動

し
た
か
ら
こ
そ
、
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
打
歎
」
く
の
で
あ
る
。
そ
の
山
伏
の
真
剣
さ

を
よ
り
自
然
な
形
で
描
い
て
い
る
の
は
「
泣
々
申
ケ
レ
バ
」
で
あ
る
。
他
の
古

本
系
統
（
米
沢
本
、
元
応
本
）
で
は
「
マ
メ
ヤ
カ
ニ
打
歎
テ
申
ケ
レ
（
」
と
な

っ
て
お
り
「
泣
々
」
と
い
う
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
山
伏
の
態
度
を

受
け
、
梵
舜
本
で
は
、
栄
朝
上
人
は
「
実
ニ
イ
ミ
ジ
ク
思
給
ヘ
リ
。
サ
ラ
バ
侍

者
ニ
ナ
リ
テ
、
当
寺
ニ
ヰ
給
ヘ
カ
シ
」
と
返
答
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
実
二

イ
ミ
ジ
ク
思
給
ヘ
リ
」
と
い
う
山
伏
に
対
す
る
栄
朝
上
人
の
感
動
を
表
わ
す
言

葉
は
、
他
の
古
本
系
統
の
み
な
ら
ず
流
布
本
系
統
（
内
閣
文
庫
本
、
慶
長
十
年

本
、
貞
享
本
）
に
も
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
泣
々
」
（
山
伏
）
か
ら
「
イ
ミ

ジ
ク
思
給
」
（
栄
朝
上
人
）
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
の
推
移
は
梵
舜
本
独
自

の
付
加
な
の
で
あ
る
。
山
伏
が
「
泣
々
」
申
し
上
げ
た
か
ら
こ
そ
、
栄
朝
上
人

は
そ
の
様
子
を
「
実
ニ
イ
ミ
ジ
ク
思
」
っ
て
山
伏
を
侍
者
に
し
た
と
す
る
記
述

は
、
読
者
に
よ
り
強
い
感
動
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
記
述
は
、
読
者
を
話
の
中
に
強
く
引
き
入
れ
る
為
の
道
具
な
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
人
名
等
の
記
述
の
異
同
を
概
観
す
る
と
、
梵
舜
本
や
流
布
本
系
統
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

｜



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

説
話
自
体
の
整
合
性
を
保
と
う
と
す
る
記
述
が
非
常
に
目
立
つ
。
例
え
ば
、
巻

第
六
（
一
〇
）
に
登
場
す
る
「
戴
淵
」
は
確
か
に
「
海
賊
」
で
あ
り
、
巻
第
七

（
一
五
）
の
「
去
寛
元
年
中
事
」
と
す
る
記
述
は
い
か
に
も
実
際
に
起
こ
っ
た

出
来
事
で
あ
る
と
読
者
に
印
象
づ
け
る
効
果
を
持
つ
。

　
巻
六
－
一
〇

　
昔
漢
朝
二
戴
淵
卜
云
ケ
ル
海
賊
モ
、
大
臣
ノ
船
二
乗
ジ
テ
ス
ギ
ケ
ル
ヲ
、

　
（
梵
舜
本
、
内
閣
文
庫
本
、
慶
長
十
年
本
、
貞
享
本
）

　
昔
漢
朝
二
戴
淵
卜
云
ケ
ル
賊
モ
、
或
時
大
臣
ノ
船
二
乗
テ
過
ケ
ル
ヲ
、

　
（
米
沢
本
、
元
応
本
）

巻
七
－
一
五

　
　
畜
類
モ
心
ア
ル
事
　
去
寛
元
年
中
事
也
（
梵
舜
本
、
内
閣
文
庫
本
、
慶
長

　
　
十
年
本
、
貞
享
本
）

　
　
畜
類
モ
心
ア
ル
事
（
米
沢
本
、
元
応
本
、
藤
井
本
）

　
梵
舜
本
に
は
、
「
白
楊
ノ
順
禅
師
」
（
巻
第
八
（
口
）
や
「
慈
明
卜
云
シ
禅

師
」
（
巻
第
八
（
二
二
言
、
「
菊
河
」
（
巻
第
九
（
口
、
俊
海
本
も
同
様
）
と
い

っ
た
人
名
、
地
名
に
加
え
て
、
「
烏
帽
子
ヲ
ダ
ニ
モ
用
意
シ
テ
」
（
巻
第
八
（
二

二
言
等
の
説
話
内
容
に
即
し
た
独
自
の
記
述
の
付
加
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
様

に
、
梵
舜
本
後
半
部
は
非
常
に
細
か
な
記
述
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
存

在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
本
よ
り
も
本
文
内
容
が
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

『
沙
石
集
』
後
半
部
に
お
い
て
梵
舜
本
は
詳
細
且
つ
実
録
的
な
本
文
内
容
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
他
本
と
比
し
て
梵
舜
本
は
、
よ
り
説
得
力
が
増
し
た
本
文
内

容
、
よ
り
具
体
性
を
持
っ
た
本
文
内
容
、
よ
り
詳
細
且
つ
実
録
的
な
本
文
内
容

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
『
沙
石
集
』
諸
本
の
中
で
も
梵
舜
本

は
特
異
な
本
文
内
容
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
従
来
、
梵
舜
本
後
半
部
は
古

本
系
統
に
属
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
本
文
内
容
は
古
本
系
統
の
米
沢
本

と
の
類
似
性
は
弱
く
、
慶
長
十
年
本
等
の
流
布
本
系
統
と
強
く
類
似
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
梵
舜
本
後
半
部
か
ら
梵
舜
本
を
草
稿
本
と
考
え
る
と
、
梵
舜
本
↓
米

沢
本
（
記
述
大
幅
削
除
）
↓
流
布
本
系
統
（
再
び
記
述
増
補
）
と
な
る
。
梵
舜

本
は
『
沙
石
集
』
草
稿
本
と
は
言
い
難
く
、
む
し
ろ
流
布
本
系
統
に
近
い
本
文

内
容
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
２
、
前
半
部

　
『
沙
石
集
』
諸
本
の
中
で
、
巻
第
六
以
降
の
著
し
い
本
文
内
容
の
相
違
に
比

べ
、
古
本
・
流
布
本
系
統
間
本
文
に
大
き
な
異
同
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い

『
沙
石
集
』
前
半
部
に
お
い
て
も
、
後
半
部
と
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
調

査
結
果
と
な
っ
加
。
梵
舜
本
と
慶
長
十
年
本
と
の
用
例
数
が
非
常
に
類
似
し
て

お
り
、
全
体
的
に
米
沢
本
の
用
例
数
が
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
梵

舜
本
と
慶
長
十
年
本
と
の
一
致
箇
所
は
百
十
四
箇
所
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

米
沢
本
と
慶
長
十
年
本
は
二
十
二
箇
所
の
一
致
に
止
ま
っ
て
い
た
。
次
に
前
半

部
に
お
け
る
本
文
内
容
の
相
違
の
例
を
挙
げ
る
。



巻
一
－
七

南
都
子
水
超
僧
都
ト
イ
フ
学
生
有
ケ
リ
。
（
梵
舜
本
）

　
　
南
都
二
学
生
ア
リ
ケ
リ
、
（
米
沢
本
二
九
応
本
、
内
閣
文
庫
本
、
慶
長
十

　
　
年
本
、
貞
享
本
）

　
巻
ニ
ー
ー

　
　
少
シ
遠
行
テ
、
山
ノ
麓
ヲ
尋
ル
程
二
、
（
梵
舜
本
）

　
　
山
ノ
フ
モ
ト
ヲ
尋
ケ
ル
程
二
、
（
米
沢
本
、
元
応
本
、
内
閣
文
庫
本
、
慶

　
　
長
十
年
本
、
貞
享
本
）

　
梵
舜
本
の
本
文
内
容
に
対
す
る
姿
勢
は
前
半
部
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
巻
第
二
（
口
で
は
、
近
く
に
「
藤
ノ
コ
ブ
」
が
な

か
っ
た
と
い
う
記
述
を
受
け
、
「
少
し
遠
く
へ
行
く
こ
と
に
し
た
」
、
そ
れ
が

「
山
ノ
麓
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
梵
舜
本
は
、
説
話
の

細
部
を
意
識
し
、
説
話
が
よ
り
自
然
な
形
で
展
開
で
き
る
様
に
工
夫
さ
れ
た
記

述
を
常
に
心
掛
け
て
い
る
。

　
他
本
に
比
べ
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
前
半
部
は
、
後
半
部
と
同
様
に
事
実
性
や

具
体
性
を
持
っ
た
多
彩
且
つ
詳
細
な
本
文
内
容
を
有
し
、
そ
う
い
っ
た
記
述
が

本
文
内
容
へ
の
理
解
を
強
め
さ
せ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
が
読
者
に
説
話
へ

の
興
味
を
強
め
、
説
得
力
を
持
た
せ
る
作
用
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
梵
舜
本
本
文
の
一
つ
の
特
性
と
言
え
る
。
ま
た
、
梵
舜
本
が
草
稿
本
で

あ
る
な
ら
ば
古
本
系
統
か
ら
流
布
本
系
統
へ
の
移
行
の
中
で
、
一
度
そ
の
多
く

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

が
削
除
さ
れ
、
再
び
増
補
さ
れ
た
と
い
う
不
自
然
な
改
稿
過
程
を
辿
る
こ
と
と

な
り
、
や
は
り
諸
本
含
め
た
『
沙
石
集
』
前
半
部
、
後
半
部
か
ら
は
梵
舜
本
が

草
稿
本
と
は
言
い
難
い
。

　
次
に
問
題
と
し
て
い
た
梵
舜
本
、
米
沢
本
、
慶
長
十
年
本
（
流
布
本
系
統
）

に
お
け
る
本
文
関
係
を
考
え
た
い
。
梵
舜
本
と
慶
長
十
年
本
と
の
一
致
度
の
高

さ
を
考
え
る
と
、
両
本
の
本
文
内
容
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
確

か
に
渡
逞
氏
ら
が
言
わ
れ
て
き
た
通
り
、
梵
舜
本
前
半
部
は
流
布
本
系
統
と
類

似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
半
部
の
同
一
説
話
内
に
限
っ
て
も
、
十
六
の
用
例

が
梵
舜
本
の
み
に
認
め
ら
れ
、
梵
舜
本
の
方
が
流
布
本
系
統
よ
り
も
さ
ら
に
記

述
が
詳
細
で
あ
る
部
分
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
梵
舜
本
は
、
同
じ
古
本

系
統
の
米
沢
本
と
比
し
て
圧
倒
的
に
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
そ
れ
は
流
布
本
系

統
を
も
超
え
る
数
値
な
の
で
あ
る
。
逆
に
米
沢
本
は
流
布
本
系
統
か
ら
遠
い
本

文
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
言
え
る
。
即
ち
こ
れ
は
、
米
沢
本
が
草
稿
本
で

あ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

三
、
無
住
笑
話

　
梵
舜
本
は
、
巻
第
一
か
ら
第
五
末
の
前
半
部
、
巻
第
六
か
ら
第
十
本
の
後
半

部
共
に
古
本
系
統
よ
り
も
流
布
本
系
統
に
近
い
本
文
を
有
し
、
さ
ら
に
そ
の
本

文
は
流
布
本
系
統
よ
り
も
詳
細
で
あ
る
部
分
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
二
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
米
沢
本
を
『
沙
石
集
』
の
草
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

｜



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

本
（
に
近
い
も
の
）
と
し
て
考
え
る
時
、
次
の
疑
問
点
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る

の
は
、
古
本
系
統
か
ら
流
布
本
系
統
へ
の
無
住
白
身
の
改
稿
作
業
の
中
に
梵
舜

本
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
沙
石
集
』

は
古
本
系
統
か
ら
流
布
本
系
統
へ
の
流
れ
が
あ
り
、
流
布
本
系
統
に
は
笑
話
部

分
や
笑
い
的
要
素
の
多
く
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
な
中
１
０
、
笑
話
を

含
め
た
現
在
の
梵
舜
本
本
文
、
特
に
後
半
部
を
無
住
自
身
の
改
稿
の
一
環
と
す

る
の
か
、
後
世
？
旱
受
の
過
程
に
お
け
る
改
変
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
す
る
の
か
、

と
い
う
判
断
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
土
屋
氏
は
、
梵
舜
本
が
後
世
の
享

受
の
過
程
に
よ
る
改
変
で
は
な
く
、
無
住
の
改
稿
作
業
に
お
け
る
も
の
と
述
べ

ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
土
屋
氏
の
述
べ
ら
れ
る
様
に
、
諸
本
の
中
で
非
常
に
特
異

な
本
文
内
容
を
持
つ
梵
舜
本
後
半
部
も
無
住
の
改
稿
の
一
環
と
し
て
生
じ
た
伝

本
と
考
え
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
大
き
な
疑
問
を
持
つ
。
流
布
本
系

統
の
本
文
内
容
か
ら
も
判
断
で
き
る
様
に
、
『
沙
石
集
』
の
改
稿
作
業
に
お
け

る
大
き
な
変
化
は
仏
教
説
話
や
教
理
的
叙
述
の
増
加
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

無
住
の
改
稿
作
業
の
過
程
で
、
果
た
し
て
梵
舜
本
後
半
部
の
様
な
内
容
の
も
の

を
創
作
す
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
に
、
一
つ
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
し
て
、
無
住
笑
話

が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
沙
石
集
』
は
諸
本
の
共
通
項
と
し
て
笑
話
が
採
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
梵
舜
本
独
自
笑
話
は
非
常
に
多
く
認
め

ら
れ
、
数
々
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
典
型
的
な
無
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
（

笑
話
の
特
徴
と
比
較
す
る
こ
と
に
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
る
。

　
１
、
話
末
評
語

　
笑
話
一
話
、
一
話
に
対
す
る
無
住
の
認
識
を
話
末
評
語
と
し
て
捉
え
、
無
住

が
笑
話
を
掲
載
し
た
意
図
の
一
つ
の
判
断
基
準
と
し
て
梵
舜
本
の
記
述
と
米
沢

本
や
流
布
本
系
統
、
そ
し
て
無
住
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
『
雑
談
集
』
の
記
述

と
を
比
較
す
れ
ば
一
定
の
傾
向
を
見
出
せ
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
最
初
に
梵
舜
本
後
半
部
の
独
自
笑
話
で
の
話
末
評
語
と
判
断
で
き
る
部
分

を
挙
げ
、
そ
の
傾
向
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

梵
舜
本
後
半
部
の
独
白
笑
話
で
の
話
末
評
語
（
巻
第
八
は
江
戸
初
期
本
と
も
共

通
す
る
笑
話
）

・
目
ク
チ
（
ダ
カ
リ
テ
、
芋
ノ
茎
ナ
レ
ド
モ
、
随
喜
ノ
心
モ
、
ヲ
コ
ラ
ザ

　
リ
ケ
リ
。
（
巻
第
六
（
四
辻

・
（
カ
リ
ナ
キ
煩
ニ
テ
、
大
鼓
ユ
ヘ
ニ
ヤ
。
其
子
息
ノ
僧
ヲ
バ
ミ
侍
キ
。

　
健
ノ
事
ナ
リ
。
（
巻
第
六
（
四
辻

・
是
（
ス
コ
シ
ノ
タ
ガ
ヒ
ナ
レ
ド
モ
、
ヲ
カ
シ
ク
コ
ソ
。
（
巻
第
八

　
（
九
ビ

　
　
・
ア
マ
リ
ニ
風
情
過
テ
、
却
テ
ヲ
カ
シ
ク
ゾ
思
ケ
ル
。
（
巻
第
八
（
一

　
　
　
口
）

　
梵
舜
本
後
半
部
の
独
自
笑
話
で
の
話
末
評
語
の
関
心
は
、
説
法
や
日
常
の
場

で
の
笑
い
か
ら
そ
の
感
想
と
い
う
極
め
て
明
確
な
構
成
で
成
り
立
っ
て
い
る
。



巻
第
六
に
お
い
て
は
説
法
に
関
す
る
感
想
に
笑
い
を
意
識
し
た
評
語
が
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
多
大
な
布
施
を
期
待
し
て
い
た
説
教
師
が
実
際
に
布
施
を
見
る

と
多
量
の
干
し
た
「
芋
ノ
茎
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
「
目
ク
チ
（
ダ
カ
」
っ

た
話
で
は
、
「
随
喜
ノ
心
」
も
起
こ
ら
な
い
と
「
随
喜
」
と
「
芋
茎
」
と
を
掛

け
た
駄
洒
落
を
評
語
に
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
礼
盤
が
な
か
っ
た
の
で
「
古
キ

大
鼓
」
を
高
座
に
し
た
説
教
師
が
説
法
中
に
太
鼓
の
皮
が
破
れ
落
ち
て
し
ま
う

話
で
は
、
そ
れ
を
評
し
て
「
（
太
鼓
の
）
バ
チ
」
と
「
罰
」
と
を
掛
け
て
「
大

鼓
ユ
ヘ
ニ
ヤ
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
話
末
評
語
に
駄
洒
落
が
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。
巻
第
八
に
お
い
て
も
巻
第
六
と
同
様
に
教
理
的
叙
述
は
付
加
さ
れ
ず
、

話
末
評
語
に
よ
っ
て
笑
話
を
仏
教
的
な
側
面
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
行
為
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
『
沙
石
集
』
他
本
後
半
部
や
無
住
他
作
品
に
お
け
る
笑
話

で
の
話
末
評
語
の
関
心
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
流
布
本
系
統
笑
話
、
米
沢

本
独
白
笑
話
、
『
雑
談
知
』
笑
話
で
の
話
末
評
語
に
お
い
て
特
徴
的
な
も
の
を

一
例
ず
つ
挙
げ
た
。

流
布
本
系
統
後
半
部
の
笑
話
で
の
話
末
評
語
（
現
存
諸
本
に
お
い
て
共
通
す
る

笑
話
）

　
　
・
此
尼
公
興
懐
ニ
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
又
ア
シ
ク
心
ヱ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。

仏
法
モ
詞
ヲ
ア
シ
ク
心
ヘ
ツ
レ
バ
邪
法
ニ
ナ
ル
。
（
以
下
教
理
的
叙
述
）

（
巻
第
六
（
一
六
ピ

　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

米
沢
本
後
半
部
の
独
自
笑
話
で
の
話
末
評
語
（
巻
第
八
は
元
応
本
、
藤
井
本
と

も
共
通
す
る
笑
話
）

　
　
・
衆
生
妄
想
ノ
無
我
ノ
中
二
我
ヲ
解
ス
ル
コ
レ
ニ
似
タ
リ
、
（
巻
第
八

　
　
　
つ
こ
）

『
雑
談
集
』
笑
話
で
の
話
末
評
語

　
　
・
如
し
此
無
明
ノ
鬼
ナ
リ
ト
思
ヘ
ド
モ
、
菩
提
ノ
ア
カ
ツ
キ
ニ
ナ
リ
ヌ
レ

　
　
　
バ
、
貢
］
如
実
相
一
ツ
也
。
故
二
無
明
ノ
夜
晴
ル
ニ
田
ご
思
也
。
（
第
四
巻

　
　
　
第
七
）

　
梵
舜
本
、
米
沢
本
共
通
笑
話
の
話
末
評
語
に
感
想
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
一

部
存
在
し
て
い
緬
が
、
諸
本
共
通
笑
話
、
米
沢
本
独
自
笑
話
、
『
雑
談
集
』
笑

話
を
貫
く
無
住
の
話
末
評
語
の
共
通
性
と
し
て
は
仏
教
的
価
値
判
断
が
先
に
あ

り
、
寓
話
と
し
て
笑
話
を
載
せ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
傾
向
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

『
雑
談
集
』
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
評
語
全
て
が
無
住
の
も
の
で
は
な
く
、
後
世

の
享
受
の
過
程
に
お
け
る
付
加
と
は
考
え
難
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
無

住
の
評
語
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
常
に
仏
教
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
わ
か
り
や
す
く
示
す
為
に
笑
話
を
挙
げ
る
と
い
っ
た
形
で
あ
る
と
言
え
る
。

例
え
ば
、
巻
第
六
（
一
六
）
で
は
酒
に
水
を
入
れ
て
売
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た

尼
公
が
、
水
に
酒
を
入
れ
て
売
っ
た
と
い
う
笑
話
の
話
末
評
語
で
あ
る
。
「
興

懐
」
や
「
ア
シ
ク
」
等
の
感
想
と
考
え
ら
れ
る
評
語
も
存
在
す
る
が
、
重
要
な

の
は
そ
の
後
に
続
く
叙
述
で
あ
る
。
「
仏
法
モ
詞
ヲ
ア
シ
ク
心
ヘ
ツ
レ
バ
邪
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

ニ
ナ
ル
」
と
し
て
、
以
下
「
言
言
ノ
法
」
等
の
教
理
的
叙
述
が
展
開
さ
れ
る
。

中
心
は
「
仏
法
モ
」
以
下
の
説
明
に
あ
り
、
笑
話
は
仏
教
的
思
想
の
意
味
や
意

義
を
わ
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
く
為
の
導
入
的
例
示
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

下
線
部
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
無
住
笑
話
は
仏
教
的
な
戒
め
や
警
句
を
よ
り

身
近
に
感
じ
さ
せ
る
為
の
喩
え
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
姿
勢
は
『
沙
石

集
』
前
半
部
に
お
い
て
は
、
梵
舜
本
を
含
め
た
諸
本
で
一
致
し
た
態
度
な
の
で

あ
る
。

　
つ
ま
り
無
住
笑
話
の
話
末
評
語
は
、
読
者
に
教
理
的
叙
述
を
明
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
く
ま
で
仏
教
説
話
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
梵
舜
本
後
半
部
の
独
自
笑
話
で
の
話
末
評
語
は
明
ら
か
に
評

語
の
関
心
が
異
な
っ
て
お
り
、
他
本
の
様
な
仏
教
の
為
の
教
理
的
叙
述
は
展
開

さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
無
住
の
他
の
著
作
に
お
け
る
笑
話
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

て
も
特
異
な
評
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
『
雑
談
集
』
第
四
巻
第

六
で
は
次
の
様
な
話
末
評
語
が
見
ら
れ
る
。

　
　
諸
人
ノ
キ
ヽ
ヲ
ヲ
ド
ロ
カ
ス
。
是
即
十
悪
ノ
イ
タ
ス
所
也
。
能
々
漸
愧
シ

　
　
テ
、
念
仏
ヲ
可
レ
唱
云
云
。

　
こ
れ
は
同
じ
無
住
著
作
の
『
雑
談
集
』
笑
話
の
話
末
評
語
が
、
梵
舜
本
笑
話

の
話
末
評
語
と
食
い
違
っ
た
方
向
に
い
る
こ
と
を
顕
著
に
示
す
例
で
あ
る
と
言

え
る
。
『
雑
談
集
』
第
四
巻
第
六
は
、
説
教
師
が
サ
ク
ラ
を
仕
込
む
の
だ
が
、

説
法
が
始
ま
る
前
に
そ
の
サ
ク
ラ
が
泣
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

と
が
暴
露
さ
れ
た
と
い
う
笑
話
で
あ
る
が
、
そ
の
話
末
評
語
に
は
「
十
悪
」
や

「
漸
愧
」
と
い
っ
た
語
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
雑
談
集
』
は
梵
舜
本
巻
第
六

と
全
く
同
じ
説
教
師
の
説
法
で
の
失
敗
談
を
載
せ
な
が
ら
も
、
評
語
か
ら
仏
教

的
見
地
に
持
っ
て
い
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
、
梵
舜
本
後
半
部
の
独
自
笑
話
で
の
話
末
評
語
は
、
あ
ま
り
に
も

諸
本
共
通
笑
話
等
と
の
評
語
関
心
と
は
違
い
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
例
外
と
し
て

梵
舜
本
巻
第
八
（
コ
ー
）
や
（
一
七
）
第
一
話
の
評
語
を
教
理
的
叙
述
と
考
え

て
も
、
残
る
多
く
の
梵
舜
本
独
自
笑
話
の
話
末
評
語
は
ど
う
し
て
も
同
一
人
物

の
手
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
同
時
に
梵
舜
本
が
草
稿
本

で
な
い
の
な
ら
ば
無
住
の
中
で
そ
う
い
っ
た
思
想
的
変
化
は
起
こ
り
得
な
い
の

で
あ
る
。

　
２
、
笑
話
の
型

　
無
住
笑
話
の
基
本
形
と
し
て
話
末
評
語
で
の
仏
教
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
は

三
－
１
で
述
べ
た
が
、
他
に
も
無
住
笑
話
の
基
本
形
と
し
て
考
え
ら
れ
る
特
徴

が
存
在
す
る
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
て
く
る
の
が
笑
話
の
型
で
あ
る
。
無
住
笑
話

の
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
僧
に
準
ず
る
者
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
数
多
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
具
体
例
は
割
愛
す
る
が
、
と
に
か
く
僧
に
準
ず
る
者
を
無
住
は
笑

う
。
巻
第
五
本
の
動
物
の
笑
い
二
話
と
五
末
の
笑
い
の
歌
二
話
を
例
外
と
し
て

除
け
ば
、
流
布
本
系
統
に
お
い
て
僧
が
登
場
し
な
い
笑
話
は
三
十
六
話
中
五
話



し
か
見
ら
れ
な
い
。
『
雑
談
集
』
に
お
い
て
も
三
十
三
話
中
八
話
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
数
値
は
全
巻
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
、
梵
舜
本
巻
第
八
独

白
笑
話
に
お
い
て
は
、
六
話
に
僧
が
全
く
登
場
し
な
い
。
「
姫
君
」
「
殿
居
番
」

「
判
官
代
」
「
勢
小
キ
男
」
「
或
番
匠
が
子
息
の
童
」
「
側
太
郎
卜
云
船
人
」
が
主

人
公
（
笑
い
の
対
象
）
と
な
る
の
だ
が
、
一
つ
の
巻
に
多
く
の
笑
話
が
載
せ
ら

れ
、
そ
の
笑
話
に
こ
れ
程
僧
に
準
じ
な
い
多
種
多
様
な
者
が
登
場
し
、
内
容
面

に
お
い
て
も
仏
教
色
が
弱
い
巻
は
他
に
な
く
、
無
住
笑
話
の
型
と
し
て
特
異
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
巻
第
八
（
コ
こ
か
ら
（
二
〇
）
へ
と
続
く
梵
舜
本
独

白
笑
話
の
中
に
は
、
無
住
笑
話
の
型
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
主
人
公
の
笑
い
が

見
ら
れ
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
梵
舜
本
独
自
笑
話
に
は
特
に
卑
俗
な
表

現
、
直
接
的
な
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
無
住
笑
話
の
型
と
乖
離
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
巻
第
六
に
は
「
シ
ご
や
「
下
風
」
、
巻
第
八
に
は
「
ユ
バ
リ
」
や

「
屎
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
無
住
笑
話
の
卑
俗
性
は
、
こ
れ

ら
の
梵
舜
本
独
白
笑
話
の
直
接
的
な
表
現
を
受
け
て
言
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
梵
舜
本
独
自
笑
話
を
除
け
ば
、
無
住
笑
話
の
卑

俗
性
は
極
端
に
下
が
る
の
で
あ
る
。
山
伏
を
「
ビ
リ
屎
」
と
評
し
た
話
が
わ
ず

か
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
山
伏
を
諭
す
為
に
用
い
ら
れ
た
喩
え
で

あ
り
、
米
沢
本
か
ら
流
布
本
系
統
へ
の
移
行
の
中
で
、
こ
の
一
文
で
さ
え
削
除

さ
れ
て
い
る
。
直
接
的
な
表
現
そ
の
も
の
が
笑
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
梵
舜

本
独
自
笑
話
は
、
や
は
り
無
住
笑
話
の
型
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

但
し
、
梵
舜
本
独
自
笑
話
に
、
無
住
が
好
ん
だ
表
現
の
Ｉ
つ
と
も
考
え
ら
れ
る

興
あ
る
者
と
い
う
意
味
の
「
魂
脆
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
改

め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

　
梵
舜
本
が
『
沙
石
集
』
草
稿
本
で
な
く
、
笑
話
の
話
末
評
語
や
型
か
ら
無
住

改
稿
本
と
す
る
に
も
不
自
然
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
と
、
現
在
の
梵
舜

本
本
文
は
ど
う
い
っ
た
場
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
沙
石
集
』
巻
第

八
に
は
、
米
沢
本
、
梵
舜
本
共
通
説
話
と
し
て
次
の
様
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
尾
州
二
或
ル
山
寺
法
師
（
、
駄
（
モ
チ
ニ
ク
シ
、
雄
馬
ニ
カ
ヘ
ン
ト
テ
、

　
　
又
駄
ニ
ヲ
イ
ヲ
ウ
チ
テ
カ
ヘ
タ
ル
事
有
リ
、
（
米
沢
本
）

　
　
　
尾
州
二
或
山
寺
法
師
、
駄
ヲ
モ
チ
タ
ル
ヲ
、
駄
（
モ
チ
ニ
ク
シ
、
雄
馬

　
　
ニ
カ
ウ
ペ
シ
ト
テ
、
下
津
ノ
市
二
行
ケ
ル
道
ニ
テ
、
我
駄
ヨ
リ
モ
ヲ
ト
リ

　
　
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
雄
馬
ナ
レ
バ
ト
思
テ
、
毛
ガ
ヘ
テ
ン
テ
カ
ヘ
リ
ケ
リ
。

　
　
弟
子
ナ
リ
ケ
ル
俗
、
ヲ
イ
く
行
ケ
ル
ガ
道
ニ
テ
行
逢
ヌ
。
「
駄
ヲ
コ
ソ

　
　
雄
馬
二
替
ヘ
タ
リ
」
云
。
弟
子
ノ
俗
見
レ
バ
、
是
モ
駄
ナ
リ
ケ
リ
。
「
駄

　
　
モ
ア
候
」
卜
云
ヘ
バ
、
「
ヨ
モ
」
卜
云
。
「
御
覧
候
へ
。
信
二
駄
ニ
テ
候
」

　
　
卜
云
ヘ
バ
、
馬
ヨ
リ
ヲ
リ
テ
立
廻
テ
見
ル
ニ
駄
也
。
実
子
心
地
ア
リ
ゲ
ナ

　
　
ル
気
色
ニ
テ
、
「
ア
ラ
テ
ニ
マ
カ
レ
」
ト
ゾ
乗
ニ
ケ
ル
。
馬
ノ
咎
可
し
有
共

　
　
ヲ
ボ
ヘ
ズ
。
ア
ワ
レ
馬
ノ
物
云
事
ナ
ラ
バ
、
「
御
房
ノ
目
ク
ラ
、
我
ヲ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
九



　
　
　
　
　
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

　
　
ナ
ニ
ト
舌
石
給
へ
」
卜
、
云
テ
マ
シ
ト
コ
ソ
ヲ
ボ
ユ
レ
。
（
梵
舜
本
）

　
同
じ
説
話
を
載
せ
な
が
ら
、
米
沢
本
と
梵
舜
本
の
簡
潔
・
詳
細
の
関
係
が
際

立
つ
例
で
あ
る
両
本
の
こ
の
関
係
は
他
に
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
米
沢
本
、
梵

舜
本
の
持
つ
特
質
を
端
的
に
表
す
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
で
き
る
だ
け
話
の
枠

組
み
だ
け
を
伝
え
る
こ
と
に
終
始
徹
す
る
米
沢
本
は
い
わ
ば
説
教
台
本
（
説

草
）
的
な
要
素
を
持
つ
の
に
対
し
、
笑
話
的
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
詳
細
且
つ

実
録
的
な
本
文
内
容
を
有
す
る
梵
舜
本
は
民
間
的
な
説
教
や
唱
導
の
場
と
関
係

し
て
い
た
人
物
（
も
し
く
は
人
物
達
）
が
改
変
を
行
っ
た
可
能
性
を
視
野
に
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
笑
話
的
要
素
が
強
す
ぎ
る
と
い
っ

た
点
で
は
、
説
教
や
唱
導
の
場
と
は
そ
れ
程
強
い
関
連
性
を
持
た
な
い
人
物
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
人
物
は
仏
教
的
な
思
想
を
肯

定
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
物
語
、
特
に
笑
話
と
い
う
も
の
に
強
い
関
心
を
持

っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
『
金
玉
要
集
』
が
梵
舜
本
と
密

接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
塙
や
、
梵
舜
本
と
『
直
談
因

縁
集
』
の
み
に
伝
わ
る
説
話
に
詳
細
・
簡
潔
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
等
か

ら
梵
舜
本
の
性
格
と
そ
の
筆
者
に
つ
い
て
早
急
に
結
論
を
出
す
の
は
危
険
で
あ

る
。
梵
舜
本
改
変
が
梵
舜
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
も
含
め
て
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
梵
舜
本
の
持
つ
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
梵
舜
本
は
『
沙
石

集
』
の
草
稿
本
と
も
無
住
の
改
稿
本
と
も
考
え
に
く
く
、
米
沢
本
か
ら
流
布
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

系
統
へ
の
無
住
自
身
の
『
沙
石
集
』
創
作
、
改
稿
過
程
の
一
環
に
入
れ
る
べ
き

伝
本
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
本
文
特
性
か
ら
、
梵
舜
本
の
成
立
に
大
き
く

関
わ
っ
た
人
物
と
し
て
無
住
と
同
様
、
い
や
そ
れ
以
上
に
物
語
、
笑
話
を
愛
好

す
る
者
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
、
梵
舜
本
の
性

格
と
そ
の
筆
者
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
米

沢
本
の
性
格
に
つ
い
て
も
検
討
を
続
け
、
梵
舜
本
と
江
戸
初
期
極
を
含
め
た

『
沙
石
集
』
諸
本
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
も
、
よ
り
明
確
に
し
た
い
。

注①
　
例
え
ば
現
在
、
無
住
自
身
の
改
稿
と
し
て
判
明
し
て
い
る
の
は
、
永
仁
三
年
（
一

　
二
九
五
）
十
一
月
二
十
五
日
の
改
稿
や
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
五
月
二
十
▽
日

　
の
改
稿
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
無
住
は
裏
書
の
加
筆
修
正
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

②
　
『
沙
石
集
』
諸
本
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
逞
氏
の
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』

　
（
岩
波
書
店
、
▽
几
七
六
年
）
「
解
説
」
の
分
類
に
従
っ
た
。
そ
れ
を
基
本
と
し
て
小

　
島
氏
が
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
「
解
説
」

　
に
お
い
て
、
渡
逞
氏
の
分
類
を
補
足
し
た
（
『
沙
石
集
』
新
出
本
等
を
新
た
に
加
え

　
た
）
も
の
も
参
照
し
た
。

③
　
渡
逞
氏
「
国
語
と
国
文
学
」
十
八
－
十
（
一
九
四
一
年
十
月
）

①
　
渡
逞
氏
　
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
（
岩
波
書
店
、
▽
几
七
六
年
）

⑤
　
土
屋
氏
「
梵
舜
本
『
沙
石
集
』
考
－
増
補
本
と
し
て
の
可
能
性
－
」
（
「
中
世
文

　
学
」
第
五
十
号
ノ
ー
○
○
五
年
六
月
）

⑥
　
小
島
氏
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

⑦
　
注
④
に
同
じ
。



⑧
　
渡
逞
氏
『
廣
本
沙
石
集
』
（
日
本
書
房
、
▽
几
四
三
年
）

⑤
　
深
井
一
郎
氏
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
－
影
印
篇
－
』
（
勉
誠
社
、

　
▽
几
八
〇
年
）

⑩
　
分
類
に
お
い
て
対
象
と
す
る
用
例
は
、
梵
舜
本
、
米
沢
本
、
慶
長
十
年
本
の
同
一

　
説
話
内
の
も
の
に
限
定
し
た
。
同
一
説
話
内
と
い
う
の
は
、
『
沙
石
集
』
の
中
で
、

　
三
本
に
共
通
し
た
説
話
を
有
す
る
部
分
を
指
す
。

⑥
　
数
字
は
記
述
の
付
加
を
示
し
、
付
加
が
多
け
れ
ば
高
い
数
値
と
な
る
。

　
　
繰
り
返
し
表
現
　
梵
舜
本
四
十
三
例
　
米
沢
本
二
十
三
例
　
慶
長
十
年
本
二
十
八

　
例

　
　
見
聞
強
調
表
現
　
梵
舜
本
十
五
例
　
米
沢
本
十
一
例
　
慶
長
十
年
本
五
例

　
　
教
理
的
叙
述
　
梵
舜
本
三
十
七
例
　
米
沢
本
十
九
例
　
慶
長
十
年
本
四
十
七
例

　
　
話
末
評
語
　
梵
舜
本
十
一
例
　
米
沢
本
二
例
　
慶
長
十
年
本
八
例

　
　
名
詞
そ
の
他
　
梵
舜
本
七
十
二
例
　
米
沢
本
二
十
二
例
　
慶
長
十
年
本
七
十
三
例

⑩
　
久
曽
神
昇
氏
『
沙
石
集
『
口
』
（
汲
古
書
院
、
▽
几
七
三
年
）

⑩
　
北
野
克
氏
『
元
応
本
沙
石
集
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
）

⑩
　
藤
井
隆
氏
『
沙
石
集
（
二
）
』
（
汲
古
書
院
、
▽
几
七
三
年
）

⑤
　
土
屋
氏
『
内
閣
文
庫
蔵
『
沙
石
集
』
翻
刻
と
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

⑩
　
筑
土
鈴
寛
氏
『
沙
石
集
』
（
岩
波
文
庫
、
▽
几
四
三
年
）

⑥
　
繰
り
返
し
表
現
　
梵
舜
本
三
十
例
　
米
沢
本
十
六
例
　
慶
長
十
年
本
二
十
七
例

　
　
見
聞
強
調
表
現
　
梵
舜
本
八
例
　
米
沢
本
一
例
　
慶
長
十
年
本
七
例

　
　
教
理
的
叙
述
　
梵
舜
本
二
十
四
例
　
米
沢
本
四
例
　
慶
長
十
年
本
二
十
三
例

　
　
話
末
評
語
　
梵
舜
本
十
一
例
　
米
沢
本
一
例
　
慶
長
十
年
本
八
例

　
　
名
詞
そ
の
他
　
梵
舜
本
四
十
六
例
　
米
沢
本
十
四
例
　
慶
長
十
年
本
四
十
六
例

⑩
　
梵
舜
本
の
後
半
部
や
米
沢
本
に
存
在
す
る
多
く
の
笑
話
が
、
流
布
本
系
統
で
は
削

　
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
古
本
系
統
に
存
在
し
な
か
っ
た
笑
話
が
流
布
本
系
統
に
付

　
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

梵
舜
本
『
沙
石
集
』
の
性
格

⑩
　
山
田
昭
全
氏
、
三
木
紀
人
氏
『
雑
談
集
』
つ
二
弥
井
書
店
、
▽
几
七
三
年
）

⑩
　
梵
舜
本
、
米
沢
本
共
通
笑
話
の
話
末
評
語
で
は
巻
第
六
（
口
に
「
余
二
委
キ
施

　
主
分
カ
（
ユ
ク
コ
ソ
。
」
（
米
沢
本
で
は
「
施
主
分
也
し
と
い
っ
た
例
外
的
な
話
末

　
評
語
も
認
め
ら
れ
る
。

⑤
　
『
金
玉
要
集
』
の
用
い
た
『
沙
石
集
』
が
梵
舜
本
の
形
態
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た

　
可
能
性
に
つ
い
て
は
近
本
謙
介
氏
の
「
唱
導
の
文
の
集
成
－
内
閣
文
庫
蔵
『
金
玉
要

　
集
』
に
つ
い
て
ー
」
（
「
伝
承
文
学
研
究
」
第
五
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
に
詳

　
し
い
。

⑩
　
梵
舜
本
と
『
直
談
因
縁
集
』
の
み
に
伝
わ
る
説
話
に
詳
細
・
簡
潔
の
関
係
が
認
め

　
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
梵
舜
本
巻
第
六
（
一
三
）
「
説
法
セ
ズ
シ
テ

　
布
施
取
タ
ル
事
」
一
話
、
二
話
と
『
直
談
因
縁
集
』
三
巻
の
十
七
話
、
三
十
五
話
と

　
が
そ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
『
直
談
因
縁
集
』
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
、
小
林

　
直
樹
氏
、
田
中
貴
子
氏
、
近
本
氏
、
廣
田
哲
通
氏
の
日
光
天
海
蔵
『
直
談
因
縁
集

　
翻
刻
と
索
引
』
（
和
泉
書
院
、
▽
几
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。

⑩
　
『
沙
石
集
』
諸
本
の
中
で
、
唯
一
巻
第
八
に
梵
舜
本
と
同
じ
構
成
、
本
文
内
容
を

　
持
つ
新
出
の
御
茶
ノ
水
図
書
館
蔵
成
簑
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
本
の
存
在
に
つ
い
て

　
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

付
記

　
本
稿
は
、
説
話
文
学
会
　
平
成
十
八
年
度
大
会
（
平
成
十
八
年
六
月
十
八
日
、
仏
教

大
学
紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス
・
成
徳
常
照
館
）
に
お
い
て
発
表
し
た
「
梵
舜
本
『
沙
石
集
』

の
性
格
と
成
立
」
を
も
と
に
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
ご
教
示
を
賜

っ
た
小
林
直
樹
氏
、
荒
木
浩
氏
、
近
本
謙
介
氏
を
は
じ
め
、
会
員
の
諸
先
生
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

一

一

一
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